
　日本対がん協会は、がんに関する不安、日々の生
活での悩みなどの相談（無料、電話代は別）に、看護
師や社会福祉士が電話で応じる「がん相談ホットライ
ン」（☎03−3562−7830）を開設しています。祝日を除い
て毎日午前10時から午後6時まで受け付けています。
相談時間は1人20分まで。予約は不要です。

　日本対がん協会は、専門医による面接相談および
電話相談（ともに無料）を受け付けています。いずれ
も予約制で、予約・問い合わせは月曜から金曜の午前
10時から午後5時までに☎03−3562−8015へ。相談の時
間は電話が1人20分、面接は1人30分（診療ではありま
せん）。詳しくはホームページ（http://www.jcancer.
jp/）をご覧ください。

がん相談ホットライン　祝日を除く毎日
03−3562−7830

医師による面接・電話相談（要予約）
予約専用　03−3562−8015

公益財団法人 日本対がん協会　「日本対がん協会」と「対がん協会」は登録商標です
〒100−0006　東京都千代田区有楽町２−５−１　有楽町センタービル（マリオン）13Ｆ

☎（03）5218−4771　http://www.jcancer.jp/
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２面　全国支部長会議 大橋靖雄氏講演

３面　がん教育「文科省の取り組み」

４面・５面　各地のリレー・フォー・ライフ

１部70円（税抜き）

タを次世代のために活用するお手伝い
をしていきたい」と受賞の言葉を述べ
た（２面に関連記事）。
　表彰が続き、今年度のがん征圧スロ
ーガン「面倒？こわい？忙しい？言い
訳しないで検診へ」の作者である青森
県総合健診センターの熊谷里子さん、
全国25支部、72人の永年勤続表彰者
を代表して、福岡県すこやか健康事業
団の荒木祐美子さん、今年第２回目と
なるがん征圧ポスターデザインコンテ
スト最優秀賞に選ばれた東北芸術工科
大学の辻敦洋さん、がん征圧全国大会
福岡県大会プロモーションデザインコ
ンテスト最優秀賞の九州大学芸術工学
部の三浦優佳さんに賞状が贈られた。
　俳優の菅原文太さんの記念講演「が
んと仲良く」と、菅原さんのがん治療
をサポートした東京大学医学部附属病
院准教授の中川恵一氏との記念対談が
行われた。二人の人間味あふれるやり
取りに、会場から暖かい拍手が送られ
た。
　福岡県での全国大会開催は42年ぶ
り２回目。主催は公益財団法人日本対
がん協会と公益財団法人福岡県すこや
か健康事業団で朝日新聞社が特別後援
した。来年度は前橋市で開催される。

ばれた小越和栄（79）新潟県立がんセ
ンター新潟病院参与、郡大裕（77）元
京都府医師会消化器がん検診委員会委
員長、山形県酒田市の本間清和（66）
ほんま内科胃腸科医院院長、安田恒人
（85）元宮城県医師会長と「団体の部」
に選ばれた愛知県がんセンター（木下
平総長）に、垣添会長から表彰状が贈
られた。
　第14回朝日がん大賞に決まった大
橋靖雄（60）中央大学理工学部教授に、
朝日新聞社から表彰状と副賞100万円
が贈られた。受賞者全員を代表して大
橋教授が「がん大賞は今年14回目にな
るそうですが、生物統計学の分野から
は初めての受賞と聞き、大変光栄に思
っています。この受賞を機に対がん協
会グループの持つ膨大な質の高いデー

　第47回がん征圧全国大会が９月５
日、福岡市のアクロス福岡で開催され
た。参加者は過去最大規模の2404人。
今年のテーマである「がん征圧の更な
る決意～アジアの中心・福岡から～」に
ふさわしいスケールの大きな大会とな
った。
　主催者を代表して原信之福岡県すこ
やか健康事業団会長が「福岡県はがん
死亡率、がん検診受診率とも全国平均
を下回っている。この大会を機にがん
征圧への決意を新たにしたい」と開会
の言葉を述べた。
　続いて日本対がん協会の垣添忠生会
長が「我々の活動は全国46支部で精度
の高い検診を行っているほか、がん相
談ホットラインでの相談、若手医師の
育成やがん教育など多岐にわたってお

過去最大規模でがん征圧全国大会開催
聴
衆
で
埋
ま
る
ア
ク
ロ
ス
福
岡

り、民間と政府が補完
し合う役目を担ってい
る。今後は協会の持つ
膨大なデータを科学的
に解明し世界に発信し
ていきたい」とあいさ
つした。
　来賓祝辞に続いて表
彰に移り、日本対がん
協会賞「個人の部」に選

菅原文太さんも登場、福岡市に2404人が集う
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　そういう中で起きたのが、今回の高
血圧薬をめぐる不祥事でした。
　統計学者たちは研究には適切な資格
と経験をあわせ持つ統計家が必要だと
訴えてきました。「統計家の行動基準」
を学会で作っていて、ガイドラインの
遵守、不正行為の予防、COI（利益相
反）の弊害を防ぐことを述べていたん
ですが、なかなかいかされなかった。
　そもそも日本では特に大学に統計家
がいなかった。90年ごろまでは、研
究者への文献検索と統計解析サービス
は製薬会社の営業部門の重要な仕事で
した。それができなくなったのが91
年です。法律に抵触するようになっ
た。でも、実態は異なっていたという
ことでしょうか。

対がん協会にしかできない研究

　最後に、対がん協会の皆さんへの期
待を込めてお話します。いま、乳がん
が非常に増えています。なぜなのか。
子どもを生まなくなったとか、初潮が
早くなったとかでは40％しか説明で
きないという疫学研究があります。恐
らく運動や食生活の問題がある。
　対がん協会では多くのがん検診を実
施しています。これらの追跡調査によ
る疫学研究。適切ながん検診のあり方
に対する評価研究。J-STARTはもち
ろんですね。それに遺伝性を含めた若
年性乳がんの問題も重要な課題です。
　それから、がん予防法の評価研究。
子宮頸がんワクチンがどのくらい子宮
頸がんを減らすのか。対がん協会の追
跡データがあれば数年先には評価でき
るはずで、こういう研究は対がん協会
しかできないかもしれません。
　勝手なお願いになってしまいました
が、対がん協会への期待で講演を締め
くくらせていただきます。

て、がん治療でもランダム化試験が必
要だと認識されるようになっていきま
した。
　そんな中で始まったのがJ-START
です。検診で発見されたがん患者さん
の予後は見かけは必ず向上します。検
診の効果を調べるランダム化試験が日
本でできるか。我々も当初は成功する
とは思わなかったのですが、対象の
方々の積極的な参加が得られ、マンモ
グラフィーに超音波検査を上乗せする
か、しないかの試験が成功しました。
参加者７万6000人、日本で最大の臨
床試験です。結果は近く論文化されま
す。たぶん数年後に日本の乳がん検診
が変わっていく可能性があります。

統計学者だったナイチンゲール
　データをとって行政に反映させる、
意思決定に使う。それを最大限活用し
たのが実はナイチンゲールです。彼女
は統計学者でした。クリミア戦争の死
亡者を分析して、病院の衛生状態を改
善すれば死亡者を減らせることをグラ
フで示し、衛生状況の改善につなげ
た。それが彼女の功績でした。
　アメリカでは1947年、農事試験の
分野でフィッシャーがランダム化を考
案し、それが疫学研究や臨床研究につ
ながり、大規模な研究を国が支援する
体制ができていった。
　日本では、臨床試験の分野でガラパ
ゴス的な状態がずっと続いていた。な
ぜ、疫学・臨床研究が日本では育たな
かったか。もちろんお金がなくて厚生
労働省からの研究費があまり出なかっ
た。そもそも病院にはこういう研究を
支援する考え方がない。国民の認識の
問題、マスメディアの問題もある。臨
床研究が学問として高く評価されず、
教育も弱かった。

　皆さんのご協力で現在、J-START
という、乳がん検診における超音波検
査の有効性を確認する試験が進んでい
ます。そこではランダム化（無作為化）
という、臨床研究に大きく貢献する統
計学の手法が使われています。科学的
根拠に基づく医療（EBM）の実践です
が、実は、日本は研究基盤が大変脆弱
です。

理解されなかった無作為化試験
　生物統計学とはいったい何ぞや。そ
れは健康科学とか医療分野での応用統
計学、仮説を明確化すること、意思決
定の支援をすることです。とくに医学
の分野では、データの解釈、コミュニ
ケーションに貢献することが今後、期
待されます。そのためにはいかに効率
的にデータを集めるか。つまり研究を
どうデザインするかが大事であり、そ
の結果をいかに患者さんと共有してイ
ンフォームドチョイスを行っていく
か、というところに統計学の価値があ
ると考えています。
　80年代、がんの臨床の現場でラン
ダム化はほとんど理解されなかった。
ところが米国ではランダム化試験の結
果がどんどん発表されて治療を変えて
いく。そして日本でも90年代になっ

発がんの疫学研究に、適切な検診のあり方、がん予防法の評価研究……対がん協会に様々な期待
朝日がん大賞受賞の大橋靖雄氏／全国支部長会議で講演
　今年度の朝日がん大賞を受賞した大橋靖雄・中央大学教授（生物統計学）が９月４日、がん征圧全国大会にあわ
せて福岡市で開かれた日本対がん協会グループ全国支部長会議で講演した。大橋教授は、不正や不祥事が度々起
きた医学研究の歴史を紐解きながら、統計学に基づいた医学研究の大切さを訴え、日本最大規模のがん検診機関
である日本対がん協会グループへの期待を語った。
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果と評価をもとに教材の改善、修正を
行い、さらにモデル事業を実践しつつ
報告書にまとめる。その結果、広く学
校現場でがん教育を実践するために学
習指導要領に落とし込めるようであれ
ば記載していきたいとの考えだ。
　大西さんは「どうしたらより多くの
学校にがん教育に取り組んでもらえる
かが一番の課題です」と語る。国が旗
を振ったからと言って学校現場は簡単
に実践できるものではない。学校現場
からは教材や研修などの支援が欲しい
との声も多い。外部人材の活用などの
支援策も今後検討会で討議していく。

い合わせてくる自治体もあり、ニーズ
の高さを実感しているという。モデル
校には現在70校ほどが指定されてお
り、学年では中学校、高等学校が多
く、小学校が10校程度となった。
　１年目の今年はがん教育の目的やあ
り方、対象学年の選定などの基本方針
を検討し、全体のフレームワークを固
める。２年目はその基本方針を踏まえ
て必要な教材の開発や、外部人材の活
用についての検討を行う。並行してモ
デル地域でも教材の作製やそれを使用
した授業や研修などのモデル事業を実
施していく。３年目はモデル事業の成

　文部科学省は今年度から「がんの教
育総合支援事業」を開始した。有識者
による「がん教育の在り方に関する検
討会」の設置や、全国21か所の道府
県・指定都市などでモデル事業を行う。
2012年６月に閣議決定された新たな
「がん対策推進基本計画」で、５年以内
にがん教育をどのようにするかを検討
し、検討結果に基づく教育活動の実施
が目標とされたことを受けての新事業
だ。同事業の事務局を務める文部科学
省スポーツ・青少年局学校健康教育課
の大西珠樹さんは今後の予定を「2016
年度までの３年間で検討と実践を積
み重ねた結果を報告書に取りまとめ、
2018年度に予定される学習指導要領
の改訂を視野に中央教育審議会に提出
することを目指しています」と説明す
る。
　モデル地域は立候補した所はすべて
指定した。当初11地域ぐらいを想定
していたが予想以上に希望が多く21
か所になった。かなり早い段階から問

シリーズがん教育❶ 文部科学省が「がんの総合支援事業」を開始
全国70校がモデル校に

「がん教育」に関する政府と文部科学省のスケジュール（案）
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

政　

府

文　

部　

科　

学　

省

「がんに関する検討委員会」
日本学校保健会主催

○�有識者からなる検討会を設
置し学校における「がん教
育」の在り方について検討

がん対策推進基本計画（平成24年６月策定）【平成24年度〜平成28年度までの５年間】
○子どもの頃からがんの教育・普及啓発を行うように求める

「教育」の在り方に関する検討会
文部科学省主催

○１年目
・「がん教育」の基本方針に
ついて検討

※フレームワークの検討

○２年目
・「がん教育」に必要な教材
等の開発

・外部人材の活用方法等に
ついて検討

○３年目
・「がん教育」に必要な教材
等の修正

・外部人材の活用方法等に
ついて検討

・報告書の作成
※「がん教育」推進のための準備期間

○モデル事業の実施
・教育委員会等によるがんの教育用教材の作成
・専門医等の講師派遣　　　・教職員用研修会の開催　など
○１年目
　希望地域において、事業
を実施。

○２年目
　基本方針を基に1年目の
実施地域を中心に、地域を
絞って実施。

○３年目
　事業の課題の改善、教材
等を活用して実施。

学習指導要領改訂の必要性について検討

文部科学省HPより作成

「がん教育」の在り方に関する検討会（第２回）

することとした。医師会や校医の活用
など、外部人材の活用についても様々
な提案がされた。
　文部科学省スポーツ・青少年局学校
健康教育課の森良一教科調査官が「次
回はモデル校などでの実践者のヒアリ
ングを行い、それを踏まえて骨子を作
って行きたい」と締めくくった。次回
開催は11月を予定。

　９月29日、文部科学省（東京都千代
田区）で第２回「がん教育」の在り方に
関する検討会が開かれた。小学校や高
等学校の教諭や教育委員会、PTAや
がん経験者、医師や研究者やメディア
といった様々な背景を持つ検討委員
が、がん教育の目標や内容、位置づけ
る教科やがん教育の進め方など８項目
の論点について意見を出し合った。特
に教科や実施する学年、進め方につい
て熱心に討議された。学年については
子どもの発達段階を踏まえて様々な意
見が出たが、高校を卒業した段階でど
んな知識を持っているべきかを想定し
て、内容や授業時間数を引き続き議論

新事業を説明する大西珠樹さん
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　この秋の週末は、33会場でリレー・フォ
ー・ライフのイベントが開催されています。
リレーファンにとっては全ての会場の様子が
気になるところ。日本対がん協会のリレーチ
ームは、週末のイベント風景もちろん、ほぼ
毎日各地の実行委員会の活動情報やリレーに
まつわる情報を発信しています。
　どうぞ公式facebookの「いいね！」を押し
てご登録ください。URL→https://www.
facebook.com/RelayForLife.Japan

リレーの創始者死去
　リレー・フォー・ライフ
の原点は、1985年アメリ
カ、ゴルディ・クラット医
師が24時間走り続け寄付
を募ったことにあります。
それから約30年、今や20
ヶ国以上の世界的ながん
征圧活動として広がっています。
　そのクラット医師は胃がんと闘っていまし
たが、８/３に71年間の生涯の幕を閉じたこ
とをお伝えせねばなりません。	彼の偉業に感
謝し、ご冥福をお祈りします。
リレー・フォー・ライフ・ジャパン統括マネ
ジャー　岡本宏之

リレー・フォー・ライフ　全国でつなぐHOPE

各地のリレー情報
facebookでタイムリーに発信 

実行委員の心のこもった手作りポスターで
がん相談ホットラインをPR＝大阪・泉州

啓発イベントとして
垣添会長による医療講演＝いわて

アグネス・チャンさんがサプライズ参加、
地元サッカーチームの福島ユナイテッドFCも応援に＝福島

サバイバーたちの手形と想いがあふれるフラッグ＝栃木

プレイベントに福岡ソフトバンクホークス王貞治会長が
サプライズ参加！垣添会長らとサバイバーズラップ＝福岡

ルミナリエ＝静岡・ながいずみ

地元名物「イサバのカッチャ」(港にいる行商のおばちゃん)
姿でハイポーズ！＝青森・八戸 朝早くからボランティアの方々が

舞台を設営＝宮城
大切な人を偲び、讃える

エンプティ—テーブル＝茨城

2014年度一か所目のRFLが
スタートを切った＝鹿児島

リレーを応援する仲間からのメッセージ付き写真をデコレーション＝さいたま
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菊川　おかげで奥貫さんもいつもより
リラックスしている感じでした。
――歌はいつ完成したんですか。
菊川　曽我部さんもぎりぎりまで悩ま
れていて、結局曲が上がったのは撮影
の前日でした。
耶雲　今回は歌にすでにメッセージが
あるので、上がってくる歌のプロモー
ションビデオを作るような気持ちで歌
に映像を乗せて行きました。歌も映像
も日常の生な感じを目指しました。
菊川　企画案をもとに作詞してもらっ
たんですが、「乳がん検診」という言葉
を入れて欲しいとまではこちらからは
言いませんでした。でもちゃんと入れ
てくれて本当に良かった。
――お子さんが生まれてから乳がんに
対する感じ方は変わりましたか。
菊川　それはもう。自分のためだけで
はなく、家族みんなのために長生きし
なくちゃいけないなって切実に思うよ
うになりました。
塚原　結構いい歳になって何ですが、
やっと責任感が生まれたというか。
菊川　今ピンクリボンの映像の仕事を
やっているというと、友達にも「今に
ぴったりだね」と言われました。
塚原　このタイミングで女性ならでは
の企画をやることができて嬉しかった
です。
耶雲　僕も妻はもちろん、彼女の実家
にもDVDに焼いて届けます。はい。

のない感じが可愛いなあって。実際、
僕も普段家で妻の飾らない様子を見て
いるので共感できました。
菊川　男の人もよく見てるなあって思
いました。冷蔵庫をお尻で閉めるシー
ンは監督のアイデアなんですよ。
塚原　まさに自分たちの生活を切り売
りして、身を削って作ったというか。
菊川　（奥さんを）落としているよう
で、とっても好きなんだなあという感
じ。もう空気のようになった二人の日
常を大事にしたいという思いを表現し
ました。こんなに思ってくれている人
に言われたら、がん検診行っちゃうよ
ねと。

日常のリアリティーを大切に

――演出では焼き芋が前面に出てきま
したね。
耶雲　今回は全くがんとは縁がない人
を主役にしたかったので、生き生きし
た活力のある感じを出したくて、焼き
芋を食べるシーンを軸にしました。こ
れは特別な人の話でも、過去に乳がん
だった人の話でもなく、この人は元気
だっていうのを明快に描いて、乳がん
検診へのハードルを下げられたらと。
菊川　実は撮影場所も監督の自宅なん
です。
耶雲　今回は通常の美術や小道具が入
って作り上げる撮影ではなく、ドキュ
メンタリーのように撮りたいと思って
ずいぶん撮影場所の候補をあたったん
ですが、結局多数決で我が家に決まっ
ちゃった。

育休明けお母さんチームで企画

菊川　私たちが乳がん検診に行きたく
なるのってどんなアプローチだろうと
考えるところからスタートしました。
ちょうど私たちは乳がん検診適齢期で
育児休業明けのお母さんでもあるんで
すよね。その自分たちの実感から、乳
がんはこんなに怖いっていう訴求じゃ
なくて、もっとポジティブに背中を押
す訴求がいいねって。身近な人に勧め
られるとがん検診に行く気になるよね
って。だったら歌でメッセージを伝え
るのがいいんじゃないか。夫からのラ
ブソングという感じで、割と早い段階
で歌ということは決まっていました。
塚原　歌だと自分の事としてメッセー
ジが入ってきやすいし、Webとかで
見る場合でも歌の方がすんなり自分の
中に入ってくると思いました。
菊川　ヒロインは40歳の女性なので、
結婚してたらもうある程度の年数が経
っているはず。そういう夫婦ならでは
の日常を話し合いながらディテールが
固まっていきました。
塚原　さだまさしさんの「関白宣言」も
話題になって、ラブソングだけどどこ
かコミカルな感じ、笑えるラブソング
でありながら、どんな女の人が聞いて
もきゅんとなる40歳のラブソングを
目指しました。
――そんな女性たちの企画を監督はど
う受け止めたのですか。
耶雲　企画案に書かれた歌詞がユーモ
ラスで、夫が見ていても奥さんの遠慮

左から耶雲哉治さん、菊川直子さん、
塚原文子さん

　ショートムービーの力で乳がん検診の受診を促すプロジェクト、
ピンクリボンムービーサプライの第３弾が完成した。プロジェクト
最後を飾る今回の目玉は、人気シンガーソングライター曽我部恵一
さん作詞作曲の歌だ。女優の奥貫薫さん扮する結婚10年目を迎え
た妻への思いの詰まったラブソングにコミカルな映像をかぶせた。
企画制作の博報堂クリエイティブ・ヴォックスの菊川直子さんと塚
原文子さん、監督の株式会社ロボットの耶雲哉治さんにムービーが
できるまでを振り返ってもらった。
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ずっと一緒にいたいから　〜ピンクリボンムービーサプライ第３弾「君のかわりはいないから篇」〜
菊川直子さん　塚原文子さん　耶雲哉治さん

歌詞：曽我部恵一
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を持って、今の勉強に取り組んでほし
い」と激励した。
　講演のあと学年の教員の１人が、過
去に大きな病気をしたとき、当時の生
徒や保護者、家族が心の支えになった
と話した。今回のような授業は他人事
と感じたり怖いと思うかもしれない
が、自分はもちろん周りの人がもし罹
患したときに支えられるよう、貴重な
機会として学んでほしいと締めくくっ
た。
　生徒たちからは「医療技術が発達し、
より患者のことを考えてくれているん
だとわかった」「がんを怖がらなくても
いいと思えた。家族にも話したい」な
どと感想が寄せられた。
　今回の授業計画を担当した養護教諭
の三好由紀子先生は、がん教育におい
て教える側がどのように役割分担する
かが今後の課題だと話した。同校は
11月に、２年生を対象にした学級担
任によるがん教育も計画している。

仲先生が抗がん剤のイメージを質問す
ると、生徒たちは「苦しい」「髪が抜け
る」「吐き気」などと答えた。奥仲先生
はテレビドラマなどでそのように描か
れることが多いが、今は身体への負担
が少ない抗がん剤もあると説明し、「私
の患者の中には、抗がん剤を受けた後
に中華を食べて帰った人もいるよ」と
話した。さらに自身が執刀した胸腔
鏡手術の映像を映し、医療技術が進歩
し出血量も以前よりはるかに少量にな
ったと話すと、生徒たちは驚いた様子
だった。授業後の感想文でも、この映
像に強い印象を受けた生徒が予想以上
に多かった。将来、医療関係の仕事に
就きたいという女子生徒は「家族にが
んになった人がいる。お見舞いに行く
といつも看護師さんたちがやさしく
してくれる。だから私も看護師になり
たい」と話した。奥仲先生は「世の中の
発明は、誰かが不思議に思ったことか
ら生まれている。みんなも何かに興味

　文部科学省のがんの教育総合支援事
業におけるモデル事業実施指定都市の
ひとつに、川崎市が選ばれた。その実
践校である川崎市立中原中学校で９月
18日、日本対がん協会が協力して１
年生、約130名を対象に出張授業が実
施された。
　講師はテレビでもおなじみの山王病
院副院長で呼吸器センター長の奥仲哲
弥先生。クイズを出したり生徒たちの
中に分け入ってマイクを向けたりと、
生徒の関心を引き付ける工夫を随所に
取り入れながら軽快に話を進める。奥

確認した。約２時間の真剣なディスカ
ッションがまとめられ、福岡のメンバ
ーたちに託された。
　福岡アピールは、純真学園大学看護
学科２年の加藤早希さんによる学生宣
言で締めくくられた。「私たちリボンム
ーブメントは私たちの未来を守るた
め、女子大生の目線から、私たちだか
らこそできる啓発活動を全国で行いま
す。人とのつながりを大切にし、チャ
レンジ精神を持ち、楽しみながら学ぶ
ことをモットーに、笑顔で伝えていき
ます」。力強い言葉に、会場は大きな
拍手で包まれた。

るが、定期的に受診してもらうために
は学生個人で婦人科にかかる必要があ
る。婦人科に抵抗がある女子大生た
ちのハードルを下げるため、リボンム
ーブメントが自治体の協力を得ながら
県内各病医院の婦人科の特徴を調査し
ていく。また七夕には両団体で協同し
て、子宮頸がん検診を呼びかける街頭
キャンペーンも行った。
　この全国大会の二日前、リボンムー
ブメントは「がん征圧学生全国大会」を
開催した。これは北海道、新潟、東
京、福岡をインターネット動画で中継
して行うネット会議で、福岡アピール

　がん征圧全国大会（主催：日本対が
ん協会、福岡県すこやか健康事業団）
では、スタンドフォーマザーズとリボ
ンムーブメントが福岡アピールの大役
を担った。スタンドフォーマザーズは
若いママたち、リボンムーブメントは
大学生が、それぞれ同世代へ向けた子
宮頸がん啓発活動を行っている団体
だ。両団体とも全国に拠点があり、当
日は福岡で活動するメンバーたちが地
元での活動内容を発表した。
　スタンドフォーマザーズの特徴的な
活動は、ママ友検診だ。複数のママ友
で連れ添って検診に行き、受診してい
る間は他のママに子どもの面倒を見て
もらう。ママたちは子どもから手が離
せず、自分の検診になかなか行きづら
い。この障壁を解消し、受診率向上に
つなげるのが目的だ。リボンムーブメ
ントは婦人科マップを作成している。
福岡県すこやか健康事業団（福岡県支
部）は検診のきっかけづくりとして学
園祭に子宮頸がん検診車を派遣してい

川崎市でがん教育のモデル授業に協力

大学生と若ママが全国大会で福岡アピール

で発表する「がん
征圧学生宣言」の
内容について話し
合った。各地での
活動を紹介しあ
い、地域によって
活動内容は異なる
が、活動の意義は
共通していると再

Topics

熱心に聞き入る生徒たち

インターネット動画で各地のメンバーと会議中
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利益の判断や評価が集団にとっての
利益・不利益なのか、個人にとっての
利益・不利益なのかによっても変わり、
年齢によっても変わってくると説明し
た。特に高齢の場合は個々に条件が違
い、米国で行われている検診を中止す
る年齢をシミュレーションモデルで提
示する試みを日本でも考えるべきと話
した。
　福島幸平氏は「がん検診受診の呼び
かけ～現場からの報告」と題して群馬
県大泉町の取り組みを報告した。県で
一番小さい自治体ながら、15.1％が外
国籍、その内６割がブラジル国籍とい
う特徴を持つ。受診率を向上させるた
めに、検診日数を増やしたり、ポルト
ガル語のチラシや広報誌を配ったり、
SNSを活用したりと様々な取り組み
を行っているが、受診率がなかなか伸
びなかったり、精度管理も難しい現状
を報告した。
　パネルディスカッションは会場の聴
衆も参加して、質疑応答形式でがん検
診を行う上での様々な課題について意
見交換が行われた。無料クーポン券は
どのぐらい効果があるのか、保険者が
がん検診の実施主体になることのメ
リット・デメリット、偽陽性、偽陰性、
過剰診療などがん検診における利益・
不利益をどうとらえるかなどのテーマ
について、韓国のケースなども紹介し
ながら意見交換を行った。
　シンポジウムは、公益財団法人日本
対がん協会と公益財団法人福岡県すこ
やか健康事業団が主催した。司会進行
は日本対がん協会の小西宏マネージャ
ーが担当した。（シンポジウムの詳しい
内容は12月に発行を予定している対
がん協会報増刊号で紹介します。）

としては社会的経済的要因による受診
率格差を最小化させることや地域間格
差の解消と、検診の質の評価システム
を確立し、品質の向上を図ることなど
を挙げ、そのための品質管理ガイドラ
インの策定や３年ごとの評価制度の義
務化、放射線内科医のブートキャンプ
形式の再教育プログラムなどを紹介し
た。
　続いて正林督章・厚生労働省健康局
がん対策・健康増進課課長、祖父江友
孝・大阪大学大学院医学系研究科教授、
福島幸平・群馬県大泉町健康づくり課
主査の３氏が講演した。
　正林課長は７月に公表された国民生
活基礎調査において、がん検診の受診
率がかなり向上し、胃がん、肺がん、
大腸がんでそれぞれ40%を超え、目標
の50%に近づいたことを報告。その要
因として、一般検診とがん検診を同時
に実施する方針を打ち出した結果利
便性が増したためではないかと説明し
た。課題として要精密検査とされた人
で未受診者がまだ多いことを挙げた。
クーポン事業は５年間の期限を終えた
が27年度も乳がん、子宮頚がん、大
腸がんで継続し、初回対象者と未受診
者のコールリコール、精検未受診者へ
の受診勧奨事業の予算を概算要求して
いると報告した。
　祖父江教授は「信頼性向上を図るに
は～がん検診の利益と不利益」と題し
て、がん検診の利益・不利益をきちん
と説明していくことが信頼性アップ
につながると話した。同時に利益・不

　2014年度のがん征圧全国大会記念
シンポジウムが大会前日の９月４日、
福岡市の西鉄グランドホテルで開催
された。今年のテーマは「がん検診～
受診率と信頼性の向上をめざして」だ。
今年度は全国大会のサブタイトル「～
アジアの中心・福岡から～」にふさわし
く、日本より高いがん検診受診率を達
成している韓国の国立がんセンターが
ん対策研究所のJae	Kwan	Jun准教授
の基調講演と、日本のがん検診に関わ
る３氏が講演行った。その後のパネル
ディスカッションでは、がん検診の受
診率と信頼性の向上をはかるための課
題や、現状について、会場からの質疑
応答も交えて活発な意見交換が交わさ
れた。
　Jae	Kwan	Jun准教授が「韓国のが
ん検診プログラム　過去・現在・未来」
と題して基調講演。1999年からスタ
ートした韓国のがん検診プログラムの
歴史を紹介し、日本より高い受診率を
達成している理由について、単一の
国民健康保険制度、全国12地域のが
んセンターの設置、新規がんの95%を
補足するがん登録制度、情報システ
ムで現場の医療従事者に情報提供す
るシステムなど、各種インフラ、法
制度が整っていることを挙げた。こ
の10年間でがん検診に関わる人材も
急増し、OECDのヘルスデータでマ
ンモグラフィが最も普及した国と記載
されるまでになり、国民の健康意識の
高まりに呼応して政治家も注目するよ
うになったとの説明がなされた。課題

がん征圧全国大会記念シンポ
韓国の受診率向上の理由、がん検診の利益・不利益など、会場からも熱心な意見

パネリストの右から正林督章・厚生労働省健康局がん対策・健康増進課課長、Jae Kwan Jun・
韓国国立がんセンターがん対策研究所准教授、祖父江友孝・大阪大学大学院医学系研究科教授、
福島幸平・群馬県大泉町健康づくり課主査の４氏

会場からも熱心な質問が
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